



































































































か芸をするものを呼び寄せたとあり、また年中行事 最後 方には「獅子廻し」の記述などが見られ、 「万歳」 「猿廻し」と芸能の面に関し も価値のある資料である。
本資料の特色は年中行事の変化を知ることができる点である。例えば、













食事内容、行事の中心になる神仏に至 まで詳細 書き綴っている。食事内容は膳の中身、餅 種類まで細かく記されて る。行事を 心に進めるのは「御年男」が多く、 「御小姓」 、 「御中間」 「御歩行」などその役割についても記載がある。一月十一日条に小正月用の餅のことが書かれているが、 「摩利支天」や「天神様」 、 「 いの神」など供え 神の名が見られ、信仰して た神が分かる。
さらに行事を行うのは武士だけではなく、宝川村、飯塚村など周辺の村





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































供□薯蕷、牛蒡、熨斗昆布、海魚を生にて献る。今朝城よ 代参あり。神輿ハ寺内の里犬戻しと云山へ御旅所仮屋作りて御幸、警固の物頭一騎、弓鐵炮槍の足軽五十人を率て出 なり」 八幡祭についての記述がある。
（ 『六郡祭



























































































‌ 秋田の郡天王の里と船越の里の鎮守なり、神職鎌田氏。この両村の間に川あり、八龍湖水の海へ出る所にて船渡二百間はかり也。是より先正月六日宮籠の神事、神職神人、天王の里の頭人、村役人、船越の里の頭人通夜して神楽勧行。七日朝八方拝の式あり。二月廿五日味噌造、酒造の神事あり、天王の里の頭人三人 内一家へ集り、大豆をこの夜よ 廿五日の朝まて煮
─ 422 ─
味噌とし、桶三へ入社内へ穴を穿ちおさめ置く時ハ頭人の家へ別屋を造り、青茅にて葺是へ納めたり。是を酒殿と云、船越の里にても同しくこの事あり。三月中の申の日ハ末社山王宮の祭式、御供七膳、神酒七通を献す。四月初の卯の日にハ末社八幡宮の祭式、献供の外に卯の花を多く奉る。五月廿五日にハ頭人の家へ別屋を造り青萱にて葺て、二月廿五日に造り埋置たる味噌を掘出してこ 屋 をさめおくなり。廿八日箸削の神事 杉箸を調し出す。六 朔日は頭人の家の門へ立幣を立、家内 清浄 する也。この日より神人頭人みな齋戒して毎朝神前に再拝し、造り置たる神酒味噌外種々の品並に、杉箸三膳を日々奉る。六 ハ竹剪の神事、神職、頭人一人を具して桶本の里にいた 、古より定れる数ありて竹五本を切、 七本をきりてその竹を包ミ湖水 洗ひて持帰りて 内ヘ納む 其夜両村 頭人村役人等通夜し神楽殿にて神楽を奏す。七日祭式の祝詞、神楽あ て八雲出雲八重垣の神歌をくり返し〳〵うたひ 、未 刻に至りて神輿をふり出す。行列さま〳〵にて、白幣青幣 繼て牛乗と云ふも あり、是ハ烏帽子に狩衣着たる男の顔を丹ぬりにし 弓箭と 剣帯 全體黒き牛 乗 この黒牛ハ常にあらぬも なるにこの祭 逢せん て遠き境よりも牽来る。年こと必ありて古より欠ける事な 。五人 牛の左右を囲み行く。この次に童男四人、烏帽子素袍にて八ッ 玉瓶 小強飯を盛たる 檜 曲物に入、首 かけて一人 二ッツヽを持行。神輿へハ神職、神人 村役人もの大勢供奉して渡場へ出る。其時船越 里より船 飾り舳艫へ一丈五尺の柱を立て、大綱二本を其上へ張、笛鼓 はやすもの二十人にて中流へ乗出す時、雲舞 者一人全身赤く装束して柱へ ほり四方を拝 、其綱わたる。その時神職鎌田氏汀に立て神秘の加持あり。扨綱 わたる事三度にして船ハこなた 岸に着く、是 雲舞の船と云、 ハ蜘舞とも云。是より船中の者みな神輿の供奉す、蜘舞せし男も上下着替て、御供 て御旅所に至 八方拝、神楽なんとありて還幸なり。同夜亥の刻、頭つも 式ありて是より一年の頭を定む。神職よ 昨日切たる竹寶前に納め置たるを受とり、頭一人へ 本つゝわたし 新頭人へ遺し門へ立て頭のあたりたる傳へ、猶頭の勤式をその夜傳ふる也。是を頭わた と云、是 も神秘て其家に旅客なと居れハ追拂ふ也 矢橋 山王のハ統人 こゝ は頭
人と書来れり。それより六月名越祓、九月新嘗等ありて十二月十七日にハ天王、船越の頭人宮籠し、六月祭のときの八ッの玉瓶に入たる白強飯を是まて其まゝにして置て、此時に至みな麹 なりあるをもて酒を造 なり。其月の晦日に神職鎌田氏齋して社殿のうちにて御供を炊き、御膳五通、それへ造りたる神酒を五通り献する。神酒ハ明る正月七日まて毎朝供する也。すへてこの六月の祭ハ簸の川上のむか を模して、神輿をイナタ姫とし、牛乗は素盞雄 尊とし、味噌、酒調する時、天王の里 ハ老嫗一人 撰其事をなさしむ。船越の里 ハ老翁一 を用ゆ。是 手摩乳脚摩乳とし、八ッの多摩瓶ハ酒をたゝひし瓶とし、蜘蛛は大蛇を表するとなん。
‌ （
24）天徳寺の塔頭であった。嘉永二年
（一八四九）
天徳寺の泉移転に伴い、永源
院も泉に移った
〔平凡社地方資料センター編
　
一九八〇
　
三七〇〕
。 『秋田風土
記』に「永源院
　
天徳寺下寺、開山観月和尚、享保六年四月廿五日寂す。鎮
守虚空蔵菩薩。九月十三日祭礼」とある
〔今村監修
　
一九七二
　
二三〕
。
‌ （
25）現、秋田市保戸野鉄砲町。旧寺町の北端にあり、時宗、清浄山と号す。本尊
阿弥陀如来。開基は藤沢
（現、神奈川県）
清浄光寺三十二代遊行他阿普光で
ある。普光は姓は佐竹氏、十四代義人の四男義森の子小野義高に出自するという。その縁で常陸に在住。慶長十五年
（一六一〇）
に普光は甥の義山を秋
田に遣わし、義重・義宣親子の安否を伺わせた。義宣は義山をとどめ置き、一寺を造立して与えた。同十七年普光を常陸から招き、清浄山声体寺秋田藤沢道場と号し、寺領三〇石を給した
〔平凡社地方資料センター編
　
一九八〇
　
三
七三〕
。
‌ （
26）織物の神様。ハタ神さんは年寄で歯が悪いのでこうせん
（米を煎って臼又は挽
臼で大まかに砕き砂糖 れたもの）
を作り供えるという
〔秋田市史民俗部会編
　
一九九七
　
九二〕
。
‌ （
27）まっか大根。娘御大根ともいう。東北・北陸地方で十二月八日または九日
大黒祭に供える二股大根のこ 。 『秋田市史民俗調査報告書（二）
』によると、
九日にマッカ
（二股）
大根を二本供え、黒豆を炒めてご飯の上に三粒あげる。
大黒様は耳が遠いので包丁をならして拝むという
〔秋田市史民俗部会編
　
一九
九七
　
九二〕
。
‌ （
28）大八幡宮、正
（小）
八幡宮のこと。八幡社は平安末期以来源氏の氏神とされ、
─ 423 ─
子・渡邊欣雄編
　
二〇〇〇『日本民俗大辞典
　
下』吉川弘文館
半田和彦
　
二〇一六『秋田藩の用語解説』秋田文化出版社
平凡社地方資料センター編
　
一九八〇『秋田県の地名』平凡社
付
　　
記
　『秋田年中御行事』の掲載を許可して下さいました秋田県公文書館の方々には多大なご協力を賜りました。本史料については、元、昭和女子大学大学院教授渡辺伸夫先生のお世話にあずかりました。平成十三年
（二〇〇一）
の卒論作成
時にコピーの提供を受け、原本の所在についてご教示をいただき、史料解読にあたってもご指導を賜りました。ま 昭和女子大学大学院教授大谷津早苗先生にもご教示をいただきました。この場をお借りして心から御礼申し上げます。
佐竹氏も厚く信仰した。常陸時代、佐竹秀義が京都の石清水八幡宮を常陸太田の馬場に勧請したものが大八幡宮のはじまりであると伝えられているが、初代佐竹昌義のときに勧請されたという説もある。佐竹氏は秋田に転封されると、常陸から両八幡を久保田に移した
〔秋田市編
　
二〇〇三
　
八四〕
。正八幡
宮については注
19を参照。
引用・参考文献秋田県教育委員会編
　
二〇〇一『秋田のことば』無明舎出版
秋田魁新報社編
　
二〇〇〇『秋田人名大事典』秋田魁新報社編
秋田市編
　
二〇〇三『秋田市史
　
第三巻
　
近世通史編』秋田市
秋田市編
　
二〇〇五『図説
　
秋田市の歴史』秋田市
秋田市史民俗部会編
　
一九九七『秋田市史民俗調査報告書（二） 』秋田市史編さ
ん室
秋田市史民俗部会
　
一九九八『秋田市史民俗調査報告書（三） 』秋田市史編さ
ん室
今村義孝監修
　
一九七一ａ『新秋田叢書（三） 』歴史図書社
今村義孝監修
　
一九七一ｂ『新秋田叢書（四） 』歴史図書社
今村義孝監修
　
一九七二『新秋田叢書（十五） 』歴史図書社
角川日本地名大辞典編纂委員会編
　
一九八〇『角川日本地名大辞典
　
秋田県』角
川書店
後藤麻衣子
　
二〇一二『カマクラと雪室
　
その歴史的変遷と地域性』岩田書院
佐々木栄孝「天徳寺」秋田魁新報社編
　
一九八一『秋田大百科事典』秋田魁新報
社
佐々木勝「宝船」福田アジオ・新谷尚紀・湯川洋司・神田より子・中込睦子・渡
邊欣雄編
　
二〇〇〇『日本民俗大辞典
　
下』吉川弘文館
堤禎子「佐竹義人」国史大辞典編集委員会編
　
一九九〇『国史大辞典
　
第六巻』
吉川弘文館
日本国語大辞典第二版編集委員会・小学館国語辞典編集部
　
二〇〇一
‌ 『日本国
語大辞典
　
第二版
　
第八巻』小学館
長谷部八朗「摩利支天」福田アジオ・新谷尚紀・湯川洋司・神田より子・中込睦
‌
（ごとう
　
まいこ
　　
歴史文化学科）
